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各校事務職員様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
連携会議事務局
職業体験学習の旅費について
　日刊連携会議も気がつけば今年初めての発行となりました。（それでも「日刊」の名称は使い続けます。）さて、第１８回連携会議で提起した「職業体験学習の旅費調査」がまとまりましたので報告します。今回は中学校が対象ですが、小学校のみなさんも参考にしてください。

　結果は下の表のとおりですが、市内の状況については、厚田区・浜益区の学校を中心にスクールバスなどの手当てがあることが分かりましたが、それでも市外の事業所を訪問する場合は個人負担となることが多くなっています。旧市内のほとんどの学校はほぼ自己負担です。また、引率者の旅費もほとんど措置されていません。個人的には、職業体験学習の目的や意義をよく理解していませんが、石狩市は受け入れ事業所の一覧表作成を市教委が行っている　～　この集計をとりくみに位置付けている連携会議もあったと思いますが　～　ところをみると、結構力を入れているのだなと感心してしまいます。特定の学校とはいえ、スクールバスが使えるのもそのあらわれでしょう。しかし、集計結果を見る限り、個人負担生徒が圧倒的に多いことと、規模の大きい学校でも訪問先を市内に限定している場合もあり、そのとらえ方は学校により様々といえそうです。
　ところで、私が最も注目するのは、管内他市の状況です。表の下部に調べた内容を記載しておきました。※あくまで個人的に面識のある事務職員への聞き取り調査であり、当該市の公式見解ではないことをおことわりしておきます※　管内の各市は、学校ごとにどの程度の旅費措置をしているかはわからないものの、少なくとも旅費の予算措置が可能となっていることがわかりました。引率旅費の支出が可能な市や損害保険をかけることのできる市もありました。このような状況をみると、石狩市の状況はやや遅れているのか、それとも旅費を支出できない仕組みに何か考えがあるのかは分かりません。いずれにしても、職業体験学習で職場訪問する際の交通費は自己負担が当たり前なのか、公費で助成するべきなのか、全額公費とすべきなのか、もう少し議論があってもよさそうです。
　なお、今回の調査はもともと「提言2010」の資料とするために調べたものですので、基本は「全額公費負担」を提言することになると思います。
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学校から市役所まではスクールバス

市役所から各場所までは一時個人負担す

る分後日総合学習予算より支出する。
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生徒の体験学習現場に自家用車等で

出かけるか、個人負担になっている。
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個人負担（近隣は自転車）
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すべて配分旅費で措置　ただし、今年は

遠距離が多く、最遠地で請求

厚田中 実施

市内

市外

市内は市のスクールバス
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聚富中（併） 実施
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市内は市のスクールバス

市外は保護者負担あり＊

市内

市外
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浜益中 実施 市内 市教委が用意するバスで移動 市内 自家用車で巡回した分は道費で手当て

生徒の経費 引率の経費 学校名

公費負担の状況（自治体の基本的手当ての状況）※当該市内の事務職員に電話による聞き取り

江別市：総合学習費でバスカード購入やバス借り上げができる。

恵庭市：「恵教推補助金」が使途が限定されていないので、それを充当している学校もある。（引率旅費としても使える）

北広島市：「中学校教育振興補助金」の「インターンシップ補助金」使途が限定されていないので、それを充当している学校や損害

保険をかけている学校もある。

千歳市：「グローカル」という名称の予算の中に「旅費」があり、生徒交通費として使える。１・２年についてはバス現物支給がある

場合もある。






























